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八郎潟町はウエイトリフティング競技会場です。
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３
平成19年

sホームページ http://www.town.hachirogata.akita.jp

　２月１日、町農村環境改善セ
ンターを会場に、平成19年合同
厄祓、還暦祝が開催されました。
　写真は、厄祓、還暦祝に出席
された皆さんです。

平成19年

合同厄祓・還暦祝

33歳の皆さん

61歳の皆さん

61歳の皆さん

42歳の皆さん
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（単価＝10a当たり）

技術要件

原　則

有

販売・出荷に
至るまで

（既耕地）
（１ha以上作付）
（増反地）

（２ha以上作付）

（10a以上作付） （10a以上作付） －

販売・出荷に
至るまで

販売・出荷に
至るまで

販売・出荷に
至るまで

－ － －

面積規模

要　　　件

作　物　等

産
地
づ
く
り
交
付
金

（
上
限
単
価
）

大　　豆
（団地）

枝　　豆 キャベツ ホウレン草 直　　播

48,000円～
　　　55,000円

25,000円

15,000円 15,000円
検 討 中

検 討 中

農地
区分 内　　　容

一区画25a以上の基盤
整備済みであるもの

一区画25a未満の基盤
整備済みであるもの

基盤整備が未整備で
ある圃場

灌漑水の利便性
が良好な圃場

灌漑水の利便性
が良好とはいえ
ない圃場

上記に属さない
水利状況の圃場

水利の状況
10a当たり
の収量

標準小作料
（10a当たり）

【転作（大豆）を加味】

�Ａ� 570kg� 27,000円

�Ｂ� 570kg� 25,000円

�Ｃ� 510kg� 17,000円

平成19年度 産地づくり交付金交付体系

・種子予措（イ 種子更新、ロ 病虫害・鳥害忌避同時防除、ハ 根粒菌）
　　　　※（イ・ロ・ハのいずれか２項目）
・排水対策
・中耕・培土
・雑草対策
・広範囲の一斉防除
・凡用コンバインによる収穫
・ＣＥ利用による高度調整
　　※上記９項目のうち、６項目が必須条件となります。

※大豆団地助成額は町全体の団地面積の実績

により変動します。

※すべて販売出荷することが交付条件となっ

ています。（ＪＡ以外に出荷した場合は必ず出

荷証明書を提出してください。）

※この標準小作料は、農地法に基づき標準を決めたものであ
　り、小作料の増減については貸し手と借り手の話し合いに
　より決定してください。
※この標準小作料は、借り手が転作分を含むものであり、転
　作は大豆作付を標準としておりますので、他の作目の場合
　は当事者間で協議してください。
※水利費及び農業共済賦課金等は、栽培に欠くことのできな
　い原価性のあるもので、借り手の負担としております。
※土地に合体する固定資本部分の固定資産税及び土地改良
　工事等は、貸し手の負担としております。
※契約で玄米等の物納の場合は、１俵＝60kgとしキログラ
　ム表示となります。
●その他詳細については、八郎潟町農業委員会事務局
　（1875-5803）に問い合わせください。

　八郎潟町標準小作料を次のとおり改訂しましたので、
お知らせします。
　なお、改訂後の標準小作料の適用は平成19年の支払い
小作料から適用されます。

　八郎潟町地域水田農業推進協議会では、以下の作物を助成対象としておりますので、転作にご協力をお願いします。
　・生産調整実施者で集荷円滑化対策加入が要件で交付されます。
　・集荷業者が作成した生産調整方針へ加入する農家が対象となります。

平成19年度 産地づくり交付金交付体系

★大豆（団地）技術要件 ◆平成19年度より町単独助成は
　なくなります。

◎問い合わせ先　　役場産業建設課産業振興班　1875―5803

八郎潟町標準小作料（平成19年２月改訂）
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い
か
な
く
っ
ち
ゃ
！
　
元
気
な
秋
田
の
未
来
の
た
め
に

　
任
期
満
了
に
伴
う
秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
３
月
30
日
告
示
、
４
月
８

日
の
投
票
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
秋
田
県
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
住
み
よ
い
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す

る
た
め
に
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◇
本
町
で
投
票
で
き
る
方

　
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
が
投
票
で
き
ま
す
。

◎
昭
和
62
年
４
月
９
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。

◎
平
成
18
年
12
月
29
日
以
前
に
八
郎
潟
町
に
転
入
し
、
住
民
票
の
届
出
を
し
て

い
る
方
。

◇
住
所
変
更
し
た
方

　
八
郎
潟
町
よ
り
、
平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
県
内
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

た
方
は
、
本
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
本
町
で
投
票
と
な
り
ま
す
。

（
県
外
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
）

 

引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
「
証
明
書
」
（
新
住
所
地
の
市
町
村

で
発
行
）
の
提
示
が
必
要
で
す
。
（
証
明
書
は
、
無
料
で
す
。
）

◇
期
日
前
投
票

　
◎
期
間
　
３
月
31
日
〜
４
月
７
日

　
◎
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
◎
場
所
　
八
郎
潟
町
役
場
１
階
第
１
会
議
室

※
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
の
裏
面
に
は
、
期
日
前
投
票
の
請
求
兼
宣
誓
書
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
記
入
の
上
、
期
日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
指
定
さ
れ
た
病
院
、
施
設
に
入
院
、
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
病
院
、
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
入
場
券

　
入
場
券
は
、
３
月
下
旬
に
郵
便
で
配
達
さ
れ
ま
す
。

　
ご
自
宅
へ
届
い
て
い
な
い
方
、
選
挙
権
に
つ
い
て
ご
不
明
な
方
は
町
選
挙
管

理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
八
郎
潟
町
選
挙
管
理
委
員
会
1
８
７
５
│
５
８
０
１

い
か
な
く
っ
ち
ゃ
！
　
元
気
な
秋
田
の
未
来
の
た
め
に

秋
田
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日 

４
月

８
日

「
安
全
・
安
心
は
心
が
け
し
だ
い
」

「
ほ
ら
、
こ
れ
見
て
ご
ら
ん
。
」

　
お
母
さ
ん
が
、
戸
だ
な
か
ら
一
冊

の
ア
ル
バ
ム
を
出
し
て
き
た
。
中
を

開
く
と
、
黒
く
焼
け
た
写
真
が
は
り

付
け
て
あ
っ
た
。
若
い
こ
ろ
の
お
母

さ
ん
の
写
真
だ
。

　
「
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
ん
だ
ろ

う
。
」

と
思
っ
た
。
し
ば
ら
く
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
と
、
火
災
後
の
焼
け
た
家
が
写
っ

て
い
た
。
お
ば
あ
さ
ん
の
家
が
火
災

に
あ
っ
た
時
の
写
真
だ
。

　
平
成
七
年
二
月
、
私
が
生
ま
れ
る

九
ヵ
月
前
、
一
日
市
地
区
で
四
け
ん

が
火
災
に
ま
き
こ
ま
れ
た
そ
う
だ
。

お
ば
あ
さ
ん
の
家
も
そ
の
う
ち
の
一

け
ん
だ
。
写
真
を
見
る
と
、
お
父
さ

ん
や
親
せ
き
の
人
た
ち
が
焼
け
た
物

を
ス
コ
ッ
プ
で
片
づ
け
て
い
る
。
ふ

と
ん
や
洋
服
、
本
な
ど
も
す
べ
て
黒

く
こ
げ
て
い
て
使
え
な
い
。
家
は
柱

し
か
残
っ
て
い
な
い
。
焼
け
あ
と
を

記
録
し
た
写
真
を
見
て
ぞ
っ
と
し
た
。

私
が
も
し
そ
の
場
に
い
た
ら
、
大
切

な
物
を
な
く
し
て
と
て
も
悲
し
い
気

持
ち
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
お
母

さ
ん
も
ア
ル
バ
ム
に
「
思
い
出
が
灰

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
書
き
記

し
て
い
た
。
火
事
は
、
本
当
に
お
そ

ろ
し
い
。
自
分
の
大
事
な
物
を
一
し
ゅ

ん
に
し
て
う
ば
う
か
ら
だ
。

　
火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に
自
分
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
そ

れ
に
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。
ポ

イ
ン
ト
は
自
分
た
ち
が
常
に
火
災
防

止
を
心
が
け
る
こ
と
だ
と
思
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
家
族
の
だ
れ
か
が
火

を
使
っ
て
い
る
時
は
、
み
ん
な
で
声

を
か
け
合
う
よ
う
に
す
る
と
い
い
と

思
う
。
二
つ
目
は
、
火
の
後
始
末
を

し
っ
か
り
確
か
め
る
こ
と
だ
。
花
火

な
ど
も
必
ず
大
人
と
行
い
、
水
の
バ

ケ
ツ
を
用
意
す
る
こ
と
を
確
実
に
行

う
こ
と
が
大
切
だ
。
三
つ
目
は
、
だ

ん
ぼ
う
器
具
の
取
り
扱
い
に
気
を
つ

け
る
こ
と
だ
。
近
く
の
干
し
物
は
落

ち
な
い
よ
う
に
と
め
て
お
く
、
灯
油

を
入
れ
る
時
は
火
を
消
し
て
か
ら
入

れ
る
、
な
ど
だ
。
火
を
使
う
自
分
た

ち
の
心
が
け
で
、
火
災
を
で
き
る
だ

け
減
ら
し
て
安
全
で
安
心
し
て
住
め

る
町
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

火
災
で
悲
し
い
思
い
を
す
る
人
が
い

な
く
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

遠藤　寛果さん

防
火
作
文
・
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　
２
月
23
日
、
湖
東
地
区
消
防
本

部
に
お
い
て
、
湖
東
地
区
危
険
物

安
全
協
会
、
湖
東
地
区
消
防
本
部

主
催
に
よ
る
「
第
17
回
防
火
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
及
び
第
16
回
火
災
予

防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
火
災
予
防
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
湖
東
地
区
消
防
署

管
内
の
５
校
の
小
学
校
５
年
生
を

対
象
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
は
、
作
文
部
門
、
標
語
部

門
と
も
に
２
３
４
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
八
郎
潟
小
学
校
か
ら
は
作

文
部
門
で
１
名
、
標
語
部
門
で
１

名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
作
文
部
門

・
最
優
秀
賞

　
「
安
全
・
安
心
は
心
が
け
し
だ
い
」

　
八
郎
潟
小
学
校
５
年
生

　
　
　
　
　
遠
藤
　
寛
果
さ
ん

☆
標
語
部
門

・
優
秀
作

　
「
朝
昼
晩
　
み
ん
な
で
し
よ
う

　
安
全
確
に
ん
」

　
八
郎
潟
小
学
校
５
年
生

　
　
　
　
　
森
川
龍
太
郎
さ
ん

平
成
17
年
度

第
17
回
防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最

優

秀

作

品
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八
郎
潟
小
学
校
６
年
部

　
　 
親
子
で
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
体
験 

八郎潟幼稚園・八郎潟保育園

鬼は外、福は内

　
２
月
１
日
、
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
平
成
19
年
合
同
厄

祓
・
還
暦
祝
が
し
め
や
か
に
行
わ
れ
、

数
え
年
の
33
歳
の
女
性
（
34
名
）
、

42
歳
の
男
性
（
23
名
）
、
61
歳
の
男

女
（
80
名
）
、
合
わ
せ
て
１
３
７
名

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
修
祓
（
し
ゅ
う
ば
つ
）
の
儀
、
降

神
（
こ
う
し
ん
）
の
儀
、
献
饌
（
け

ん
せ
ん
）
の
儀
、
祝
詞
奏
上
（
の
り

と
そ
う
じ
ょ
う
）
の
後
、
玉
串
奉
奠

で
は
33
歳
代
表
の
伊
藤
加
奈
子
さ
ん
、

42
歳
代
表
の
藤
井
正
裕
さ
ん
、
61
歳

代
表
の
小
玉
富
男
さ
ん
と
主
催
者
、

来
賓
の
４
名
が
神
前
に
玉
串
を
捧
げ

ま
し
た
。

　
神
事
が
無
事
に
終
了
し
た
後
、
主

催
者
の
北
嶋
公
民
館
長
か
ら
あ
い
さ

つ
、
来
賓
と
し
て
土
橋
町
長
よ
り
あ

い
さ
つ
、
小
柳
議
会
議
長
よ
り
詩
吟

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
実
行
委
員
会
代
表

の
高
原
幸
悦
さ
ん
か
ら
「
私
た
ち
が

こ
う
し
て
い
ら
れ
る
の
は
、
両
親
を

は
じ
め
家
族
、
兄
弟
、
親
戚
、
友
人
、

会
社
の
人
々
な
ど
様
々
な
人
た
ち
に

助
け
ら
れ
守
ら
れ
育
て
ら
れ
た
こ
と

を
心
に
刻
み
、
少
し
で
も
地
域
や
社

会
の
た
め
に
貢
献
し
、
社
会
を
良
く

す
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
、
一
段
と
気

持
ち
を
引
き
締
め
て
お
り
ま
し
た
。

▲食事を楽しむ児童の皆さん

幼稚園（上）と保育園（下）の豆まきの様子

　
１
月
31
日
、
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟

に
お
い
て
小
学
校
６
年
部
の
親
子
１

３
１
人
が
参
加
し
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
各
学
年
で
年
に
一

度
親
子
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
企
画
と
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
、
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟

の
担
当
者
の
方
か
ら
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

の
説
明
を
受
け
た
後
、
児
童
た
ち
は
、

ナ
イ
フ
、
フ
ォ
ー
ク
を
使
い
、
緊
張

し
な
が
ら
食
べ
て
お
り
ま
し
た
。

　
当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ス
モ
ー
ク

サ
ー
モ
ン
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
、

ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ
な
ど
、
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
料
理
で
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
今
後
に
も
大
い
に

参
考
と
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
卒
業

を
控
え
た
６
年
生
に
と
っ
て
は
大
き

な
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　２月２日節分の日の前日、八郎潟幼稚園・八郎潟保育園で

はそれぞれ豆まきが行われました。

　幼稚園では、園児たちは、人の心の中にいると言われる鬼

の中で自分が退治したいと思う鬼をお面に書いて壁に貼り、

園児たちは自分の退治したい鬼の面に向かって豆を投げつけ、

鬼退治をしました。

　保育園では、園児一人ひとりが鬼となり、自分で作った面

をかぶり一人の園児と保育園の先生一人がそれぞれの鬼へ豆

を投げ、心の中にいる鬼退治をしました。

八
郎
潟
小
学
校
６
年
部

　
　 
親
子
で
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
体
験 

平
成
18
年

合
同
厄
祓
・
還
暦
祝

八郎潟幼稚園・八郎潟保育園

鬼は外、福は内
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第
７
回
全
日
本
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

日
赤
秋
田
県
支
部

　
　
　
　
　  

災
害
救
援
車

　
「
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」

八
郎
潟
町
社
会

　
　  

福
祉
協
議
会
へ
寄
贈

小
野
恵
子
創
作
バ
レ
エ
研
究
所

　
　
町
公
民
館
へ
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
を
寄
贈

「
真
坂
集
落
営
農
組
合
」
「
ダ
イ
ワ
ン
営
農
組
合
」

　
　
　
　
　 

本
町
で
最
初
の
集
落
営
農
組
織
が
誕
生

第
７
回
全
日
本
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
こ
の
た
び
、
小
野
恵
子
創
作
バ
レ

エ
研
究
所
（
主
宰
　
小
野
恵
子
）
よ

り
町
公
民
館
へ
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｃ
Ｄ
ラ

ジ
カ
セ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
小
野

恵
子
創
作
バ
レ
エ
研
究
所
主
催
の
新

春
の
つ
ど
い
で
集
ま
っ
た
募
金
の
一

部
を
充
て
た
も
の
で
、
町
公
民
館
へ

善
意
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ラ
ジ
カ
セ
は
、
公
民
館
に
お

い
て
大
切
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
町
の
真
坂
地
区
、ダ
イ
ワ
ン
地
区
の
二
集
落
に
営
農
組
織
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
両
地
区
で
は
、農
作
業
の
受
託
及
び
農
業
機
械
の
共
同
化
を
通
じ
、効
率
的
な
農
業
経
営

を
図
り
、地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
発
展
す
る
た
め
、昨
年
か
ら
意
向
調
査
、集
落
説
明

会
や
準
備
委
員
会
で
検
討
・
協
議
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
た
び
集
落
内
で
合
意
を

得
て
設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　
両
組
合
は
、国
の
農
業
政
策
と
な
る「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」の
要
件
を
満
た
す

団
体
と
な
り
今
後
、地
域
農
業
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
２
月
17
日
、真
坂
児
童
館
に
お
い
て「
真

坂
集
落
営
農
組
合
」の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
組
合
長
　
　
　
小
玉
　
　
薫

○
副
組
合
長
　
　
小
玉
　
　
堅

○
事
務
局
担
当
　
渡
部
　
鋼
一

○
会
計
担
当
　
　
佐
藤
　
國
雄

○
監
　
　
事
　
小
玉
孝
太
郎
、小
玉
　
富
男

小
野
恵
子
創
作
バ
レ
エ
研
究
所

　
　
町
公
民
館
へ
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
を
寄
贈

　
３
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間
、

福
井
県
越
前
市
を
主
会
場
に
行
わ
れ

る
第
７
回
全
日
本
中
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
に
八
中
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
同
好
会
か
ら
男
子
の
部
に
、
甲

谷
望
さ
ん
（
１
年
）
、
村
井
拓
朗
さ
ん

（
１
年
）、女
子
の
部
に
、相
馬
綾
香
さ

ん
（
２
年
）
、
濱
野
夏
実
さ
ん
（
１
年
）

の
４
人
が
秋
田
県
選
抜
に
選
出
さ
れ

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
秋
田
県
代
表
と

し
て
全
力
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
７
回
全
日
本
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

「
真
坂
集
落
営
農
組
合
」
「
ダ
イ
ワ
ン
営
農
組
合
」

　
　
　
　
　 

本
町
で
最
初
の
集
落
営
農
組
織
が
誕
生

本
町
で
第
一
号
の
設
立

  

「
真
坂
集
落
営
農
組
合
」

  

経
営
面
積
29
・
８
ha（
構
成
員
14
人
）

　
２
月
25
日
、１
・
２
・
３
区
児
童
館
に
お
い

て「
ダ
イ
ワ
ン
集
落
営
農
組
合
」の
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
組
合
長
　
　
相
馬
　
勝
信

○
副
組
合
長
　
谷
村
清
一
郎

○
庶
　
　
務
　
小
林
　
寿
吉

○
会
　
　
計
　
三
嶋
　
広
充

○
監
　
　
事
　
谷
村
　
光
雄
、伊
藤
　
清
美

  

「
ダ
イ
ワ
ン
集
落

　
　
　
　
　
営
農
組
合
」

  

経
営
面
積 

45
ha
　（
構
成
員
23
人
）

日
赤
秋
田
県
支
部

　
　
　
　
　  

災
害
救
援
車

　
「
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」

八
郎
潟
町
社
会

　
　  

福
祉
協
議
会
へ
寄
贈

　
２
月
19
日
、
八
郎
潟
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ
日
赤
秋
田
県
支
部
よ
り
災

害
救
援
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
災
害
救
援
車
は
、
災
害
時
の

救
援
物
資
輸
送
や
地
域
の
福
祉
活
動

の
目
的
で
贈
ら
れ
、
町
の
災
害
時
な

ど
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
車
両
は
、
四
輪
駆
動
の
軽
自
動
車

で
赤
十
字
の
マ
ー
ク
が
正
面
と
側
面

に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　
災
害
救
助
車
は
、
平
成
15
年
度
か

ら
日
赤
秋
田
県
支
部
よ
り
各
市
町
村

に
配
置
さ
れ
、
今
年
度
は
本
町
を
含

め
６
市
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

甲
谷
　
望
さ
ん
、村
井
拓
朗
さ
ん

相
馬
綾
香
さ
ん
、濱
野
夏
実
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
県
代
表
に
選
出

▲寄贈されたポータブルCDラジカセ

▲寄贈された災害救援車

▲甲谷　望さん（左）
　村井拓朗さん（右）

▲相馬綾香さん（左）
　濱野夏実さん（右）
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関
東
地
区
ふ
る
さ
と
会
会
員
だ
よ
り

　
関
東
地
区
八
郎
潟
中
学
校
一
日
市
校
舎

　
　
　
　
　
第
２
期
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た

お
と
り

か
も
す
き

す
き

・

・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　

・
　
・
　
・

・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・

ふ
る
さ
と 

八
郎
潟
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
市
川
市 

在
住

　
　
　
　
　
　
　  

齊
藤
　
保
彦 

さ
ん
（
小
池
出
身
）

ふ
る
さ
と 

八
郎
潟
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
東
京
都
練
馬
区 

在
住

　
　 

　 

小
　
　
清
光 

さ
ん 

（
中
嶋
出
身
）

ふ
る
さ
と 

八
郎
潟
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
大
田
区 

在
住

　
　
　
　
　
　
　
木
嶋
　
多
聞 

さ
ん
（
一
日
市
出
身
）

　
広
報
「
八
郎
潟
」
で
は
、
八
郎
潟
町
出

身
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
同
期
会
開
催
な
ど
ど
ん
な
出
来
事
で
も

よ
ろ
し
い
の
で
投
稿
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

八
郎
潟
町
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
ご
応
募
是
非
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〒
０
１
８
―
１
６
９
２

　
秋
田
県
南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
字
大
道
80

　
八
郎
潟
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当
行

　
1
０
１
８
｜
８
７
５
｜
５
８
０
１

　
１
月
21
日
、東
京
都
両
国
の「
ち
ゃ

ん
こ
鍋
　
霧
島
」
に
お
い
て
関
東

地
区
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち
で
八

郎
潟
中
学
校
一
日
市
校
舎
第
２
期

同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、14
人
が
参
加
し
、遠
く

は
岐
阜
県
か
ら
足
を
運
び
、
中
に

は
42
年
ぶ
り
の
再
会
を
は
た
す
方

も
い
て
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
懐
か

し
さ
に
浸
っ
て
お
り
し
た
。

　
当
日
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
昭

和
40
年
八
郎
潟
中
学
校
一
日
市
校

舎
第
２
期
卒
業
生
（
面
潟
校
舎
と

分
か
れ
て
い
た
時
の
最
後
の
卒
業

生
）で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
２
年
後
還
暦
を
迎

え
ま
す
。
次
は
ふ
る
さ
と
八
郎
潟

町
で
還
暦
祝
い
を
元
気
に
や
ろ
う

と
、
み
ん
な
で
誓
い
合
っ
た
そ
う

で
す
。

　
こ
の
日
は
、
大
相
撲
正
月
場
所

千
秋
楽
の
日
で
ち
ょ
ん
ま
げ
の
３

人
の
大
き
な
お
相
撲
さ
ん
が
お
り

ま
し
た
が
、
写
真
撮
影
の
時
に
席

を
ゆ
ず
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　
◎
資
料
提
供

　
　
神
奈
川
県
相
模
原
市 

在
住

　
　
　
　
　
小
野
　
吉
信
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
一
日
市
出
身
）

　「
ま
ち
」の
発
展
は
何
か
を
具
体
的
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
今
ま
で
、「
ふ
れ
あ
い
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
市
町
村
合
併
」「
Ｅ

ジ
ャ
パ
ン
」な
ど
国
の
方
針
で
全
国
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、「
ま

ち
」の
発
展
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
、八
郎
潟
町
の
独
自
の「
ま
ち
」の
発
展
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
の
案
と
し
て
は
、

１．「
ま
ち
」の
特
産
物
を
生
み
出
す
こ
と
。（
戦
前
か
ら
あ
っ
た

特
産
物
の
見
直
し
な
ど
）

２．
市
場
の
復
活（
戦
前
に
あ
っ
た
市
場
の
再
登
場
）

３．
仮
称「
八
郎
潟
町
発
展
開
発
委
員
会
」の
設
置
で
、広
く
町
民

の
参
加
で
町
を
活
性
化
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
町
の
行
政
も
ど
ん
な
時
で
も
「
守
り
」
と
「
攻
め
」

を
両
面
的
に
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
「
ア
オ
コ
」
と
「
合
併
」
の
両
ピ

ン
チ
の
状
況
で
は
当
座
の
し
の
ぎ
、
だ
け
で
手
一

杯
か
と
存
じ
ま
す
が
、「
も
う
決
し
て
ア
オ
コ
の
被

害
を
出
さ
な
い
働
き
か
け
」「
合
併
だ
の
み
で
な
い

財
政
基
盤
を
目
指
す
」
事
は
「
攻
め
」
の
行
政
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
の
た
め
の
方
策
は
、
実
は
自
明
の
も

の
で
あ
っ
て
、
あ
と
は
捨
て
身
の
努
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
次
の
こ
ま
ご
ま
し
た
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、

�
情
報
を
集
め
て
企
業
や
大
学
、
イ
ベ
ン
ト
、
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
工
場
の
誘
致
は
必
要
と
思
い

ま
す
。

�
し
か
し
、
�
が
難
し
く
、
財
政
難
の
中
で
は
今

あ
る
文
化
財
産
を
守
っ
て
み
が
く
事
だ
と
思
い
ま
す
。

（
一
日
市
盆
踊
り
、
路
上
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
願
人
踊
、

三
倉
鼻
、
川
沿
い
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、

寒
風
山
に
落
ち
る
夕
日
な
ど
）
八
郎
潟
町
に
は
他

の
ど
こ
に
出
し
て
も
立
派
な
財
産
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
や
る
気
の
あ
る
人
に
ま
か
せ
、
よ
り
立
派

に
仕
立
て
て
い
く
（
宣
伝
な
ど
も
）
こ
と
は
す
ぐ
に

で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
住
ん
で
い
る
千
葉
県
市
川
市
行
徳
地
区
は
近
く
に
宮
内
庁

の
鴨
の
御
猟
場
が
あ
り
数
年
に
一
度
近
所
の
人
を
呼
ん
で
中
を

見
学
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
囮
の
鴨
を
水
路
に
泳
が
せ
て
お
い
て
飛
ん
で
く
る
鴨
を
呼
び

寄
せ
て
寄
っ
て
き
た
所
を
土
手
の
上
か
ら
網
で
捕
ま
え
ま
す
。

そ
の
分
は
捕
ま
え
た
鴨
に
鑑
札
を
つ
け
て
放
し
て
や
る
そ
う
で

す
が
…
。

　
そ
の
近
所
に
鴨
料
理
の
店
が
あ
り
、そ
こ
で
は
鴨
鋤
が
名
物

で
結
構
人
気
が
あ
り
年
中
営
業
し
て
お
り
ま
す
。合
鴨
で
す
が
、

少
し
厚
目
の
鋤
状
の
鉄
板
に
鴨
の
脂
肉
を
焼
い
て
、そ
の
鴨
脂

で
鴨
肉
と
ネ
ギ
を
ぶ
つ
切
り
に
し
た
の
を
焼
い
て
大
根
お
ろ
し

と
醤
油
の
タ
レ
に
つ
け
て
食
べ
ま
す
。た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
が

お
い
し
い
で
す
。八
郎
潟
の
真
鴨
も
鴨
鋤
に
し
て
消
費
拡
大
を

図
っ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、鴨
肉
の
代
わ
り
に
地
鶏

で
も
代
用
で
き
ま
す
。

関
東
地
区
ふ
る
さ
と
会
会
員
だ
よ
り

　
関
東
地
区
八
郎
潟
中
学
校
一
日
市
校
舎

　
　
　
　
　
第
２
期
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た

八
郎
潟
町
出
身
者
の
皆
さ
ん
へ

ふ
る
さ
と 

八
郎
潟
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
市
川
市 

在
住

　
　
　
　
　
　
　  

齊
藤
　
保
彦 

さ
ん
（
小
池
出
身
）

ふ
る
さ
と 

八
郎
潟
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
東
京
都
練
馬
区 

在
住

　
　 

　 

小
　
　
清
光 

さ
ん 

（
中
嶋
出
身
）

ふ
る
さ
と 

八
郎
潟
町
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
大
田
区 

在
住

　
　
　
　
　
　
　
木
嶋
　
多
聞 

さ
ん
（
一
日
市
出
身
）

▲八郎潟中学校一日市校舎第２期卒業生の皆さん
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八郎潟町スポーツ賞授与式・スポーツ講演会八郎潟町スポーツ賞授与式・スポーツ講演会

栄光賞（団体の部）
●八郎潟中学校　男子ソフトテニス部
　監　督　相馬　　仁
　コーチ　松田　正紀、伊藤　禎倫
　選　手　爪林　研一、千田　浩将、川口　忠大
　　　　　千葉　恵太、阿部　佑己、安田　吉孝
　　　　　北嶋　雄介、村井　和紀、小柳　　龍
●八郎潟中学校　女子バドミントン同好会
　監　督　佐々木紀子　コーチ　甲谷　甚一
　選　手　伊藤　　茜、菊地真美子、中道　澄夏
　　　　　工藤　瑞紗、齊藤　莉子、鈴木　優嘉
　　　　　小野　　渚、渡部　由実
●八郎潟バーンズ（軟式野球）
　監　督　石井　大樹
　選　手　京野　浩之、鎌田　重光、石井　宏輝
　　　　　佐々木昌晃、伊藤　裕太、工藤　信寛
　　　　　鎌田　　淳、千田　祐成、沢田石考一
　　　　　池田　大介、石井　武志、進藤　裕知
　　　　　一ノ関朝幸、金澤　真二、千田　貴博
　　　　　山平　　直、石川　知正、石井　良幸
●八郎潟セイルズ（軟式野球）
　部　長　三嶋　隆三　監　督　佐藤　孝至
　助監督　小野　　廣
　選　手　北嶋　国利、小野　憲一、小川　一男
　　　　　三戸　賢一、高橋　長寿、北嶋　正春
　　　　　草　　紀久、斉藤　義巳、土橋　昭義
　　　　　渡辺　　傳、加藤　勇夫、松田　義紀
　　　　　小玉　富男、齊藤久治郎、一ノ関貞範
　　　　　三戸　達也、藤井　　栄、山内　清一
　　　　　柳田　裕平、加賀谷貴男、三戸　孝夫
　　　　　千田　　清、畠山　菊夫、畑澤　文男

　　　　　伊藤　則彦、武田　和明、渡部　広保
　　　　　土橋　　茂、千葉　　昇、小野　　孝
●八郎潟町役場ソフトテニスクラブ
　監　督　渡部　郁子
　選　手　佐藤　　俊、一ノ関一人、加藤　恒貴
　　　　　松田　正紀、伊藤　禎倫、石井　光輝
栄光賞（個人の部）
　菊地　愛惟　八郎潟小　バドミントン
　志田裕喜子　八郎潟小　バドミントン
　村井　里佳　八郎潟小　バドミントン
　土橋　奏珠　八郎潟小　レスリング
　北嶋　玲奈　八郎潟小　レスリング
　工藤　愛梨　八郎潟小　レスリング
　土橋　雄太　八郎潟小　レスリング
　森川　哲平　八郎潟小　レスリング
　千田　悠輝　八郎潟小　レスリング
　斉藤　圭太　八郎潟小　レスリング
　鎌田　修悦　八郎潟小　ソフトテニス
　菊地真美子　八郎潟中　バドミントン
　中道　澄夏　八郎潟中　バドミントン
　工藤　瑞紗　八郎潟中　バドミントン
　齊藤　莉子　八郎潟中　バドミントン
　伊藤　　茜　八郎潟中　バドミントン
　鈴木　優嘉　八郎潟中　バドミントン
　濱野　夏実　八郎潟中　バドミントン
　甲谷　　望　八郎潟中　バドミントン
　村井　拓朗　八郎潟中　バドミントン
　松田　健悟　八郎潟中　レスリング
　川口　忠大　八郎潟中　ソフトテニス
　千田　浩将　八郎潟中　ソフトテニス
　甲谷　　光　秋田工業高校　バドミントン

奨励賞（団体の部）
●八郎潟町ソフトテニススポーツ少年団
　監　督　伊藤　弘子
　選　手　一ノ関麻結、畠山　直美、渡部　舜介
　　　　　鎌田　修悦、千葉　稚菜、藤井　咲織
奨励賞（個人の部）
　志田　千陽　八郎潟小　バドミントン
　甲谷　優希　八郎潟小　バドミントン
　斉藤志帆子　八郎潟小　バドミントン
　齊藤　瑞穂　八郎潟小　ソフトテニス
　小玉　美咲　八郎潟小　ソフトテニス
　土橋　礼美　秋田西高校　ソフトテニス

　小林　夕華　和洋女子高校　ソフトテニス
　畠山　里紗　和洋女子高校　ソフトテニス
　落合　　郁　経法大附属高校　バスケットボール
　鳥井　　将　秋田商業高校　硬式野球
　佐々木弘史　秋田商業高校　硬式野球
　石井　和仁　秋田商業高校　硬式野球
　吉田　　公　秋田商業高校　硬式野球
　三戸　英寿　合川高校　ソフトテニス
　伊藤　勝将　能代商業高校　ソフトテニス
　秋元　翔太　国学館高校　バドミントン
　渡部　竜也　経法大附属高校　バドミントン
　齊藤信之介　経法大附属高校　レスリング

八郎潟町スポーツ賞授与式・スポーツ講演会
平成18年度

　町体育協会主催による平成18年度八郎潟町スポーツ賞授与式・スポーツ講演会が

２月10日、町農村環境改善センターで開催されました。

　授与式は、年間を通じて各種スポーツで活躍された方を表彰するもので、今年度は、

栄光賞５団体と24の個人、奨励賞１団体と18の個人に表彰状が授与されました。

　続いて、齊藤体育協会副会長のあいさつ、来賓として土橋町長、小柳議会議長から

祝辞がありました。これに対し、被表彰者を代表して八郎潟セイルズの北嶋国利さん

が謝辞を述べられました。

　続いて、スポーツ講演会が行われ、講師に本町小池出身のウエイトリフティング競

技オリンピック東京大会銅メダリストの一ノ関史郎さんが、「２度目の秋田国体を迎えて」と題し講演され、国体出場時の思い出、

オリンピック出場における体験などのお話をされ、今年開催されるわか杉国体の成功に向けた力強いメッセージもいただき、有

意義な講演会となりました。

◆被表彰者　〈敬称略：順不同〉
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ヤマサ ＧＳ

ＧＳ

幼稚園

卍

八
郎
潟
駅

上
昼
根
団
地

至
大
潟
村

至
五
城
目
町

商
　
店
　
街

国 

道 

７ 

号 

線

至能代

至秋田

ＪＲ東日本

　より便利に、快適に ３月18日（日）ダイヤ改正
ＪＲ東日本

　より便利に、快適に ３月18日（日）ダイヤ改正
　ＪＲ東日本は、３月18日にダイヤ改正を実施します。

発車時間の繰り上がる電車もございます。お気を付けく

ださい。

◎八郎潟駅が便利になります。
　新たに特急列車が停車します。

　上り特急「いなほ8号」（8:16発　新潟行）

　下り特急「いなほ7号」（19:53発　青森行）

・新潟方面までの直通のご利用が可能となります。

・上り「こまち10号」、下り「こまち23号」との接続も

　便利になります。

･北海道方面へのご旅行も便利になります。

･秋田までの通勤にプラス500円（自由席特急券）でご利

用いただけます。

◎列車内を全面禁煙とします。
・秋田新幹線「こまち号」、在来特急「いなほ」「かも

　しか」は全車禁煙となります。

・在来線普通列車はこれまでどおり全車禁煙です。

・寝台特急「あけぼの号」「日本海号」は指定された号車

　での喫煙ができます。

・快速「リゾートしらかみ号」も喫煙スペースでの喫煙

　ができます。

・秋田駅新幹線ホームには喫煙ルームを設置いたします。

◎４月1日より、八郎潟駅での旅行業商品のお
　取扱いが出来なくなります。
　ご旅行のご相談、申込みは「びゅうプラザ」をご利用

　ください。

　※びゅうプラザ秋田

　（平日　10:30～18:00）（土・日・祝　10:30～17:00）

　※びゅう予約センターでは電話でのご予約等も承って

　おります。1837-6512
　（平日　10:00～20:00）（土・日・祝　10:00～17:30）

八
郎
潟
町
営
住
宅

　
　
　
２
戸
（
上
昼
根
）
入
居
者
募
集
！

家　賃（表１）

※家賃は毎年変わります。（入居者の収入に応じた家賃となります。）

収入金額（月額）
家　賃

（上昼根・Ｈ７建設）

�１� ０～123，000円� 27,400円

�２� 123，001～153，000円� 33,200円

�３� 153，001～178，000円� 39,300円

�４� 178，001～200，000円� 45,300円

募集住宅の概要

木造平屋（84.11G）台所・浴室・
洗面所・居間（10畳）・和室（６畳・

8畳）・洋室（6畳）・物置

木造平屋（78.16G）台所・浴室・
洗面所・居間（16畳）・和室（６畳）

洋室（６畳）・物置

●位　置　図●
　
八
郎
潟
町
営
住
宅
（
空
家
２
戸
）

の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

☆
入
居
者
の
資
格

・
政
令
で
定
め
る
基
準
の
収
入
（
月

額
２
０
０，
０
０
０
円
以
下
）
で
あ

る
方
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
。

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族（
婚
約
者
を
含
む
）

が
あ
る
こ
と
。

☆
入
居
者
の
収
入
基
準

　
収
入
金
額
が
月
額
２
０
０，
０
０

０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

☆
選
考
方
法
と
入
居
予
定
時
期

　
審
査
の
上
、
選
考
決
定
し
ま
す
。

◎
入
居
決
定
通
知

　
平
成
19
年
３
月
21
日
予
定

◎
入
居
予
定
日

　
平
成
19
年
４
月
１
日
予
定

☆
添
付
書
類

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
の
住
民
票

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
の
所
得
証

明
書
と
源
泉
徴
収
票

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
の
納
税
証

明
書

・
連
帯
保
証
人
（
町
内
在
住
者
）

☆
申
込
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
木
）
〜
14
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　
（
土
・
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

　
八
郎
潟
町
役
場
産
業
建
設
課
建
設
班

　
1
８
７
５
―
５
８
０
９

※
添
付
書
類
、
収
入
計
算
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、
産
業
建
設
課
建
設
班
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�団地名� 所 在 地� � 構 造 及 び 間 取 り� 家 賃� 敷　金

�上昼根�字家ノ後地内�１

�上昼根�字家ノ後地内�１

募集
戸数

表１

表１

家賃の
３ヶ月分

家賃の
３ヶ月分

詳しくは、八郎潟駅 1875-2021まで
お尋ねください。
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※場所は、すべて保健センターとなります。

国民健康保険者医療費と町の医療費状況
国保医療費（平成18年12月分） （単位：円）

一人当たりの医療費

八　郎　潟　町

秋　　田　　県

�一般分� 退職分� 老人分�全体（平均）

�20,683� 31,542� 65,828� 35,254

�21,238� 34,888� 72,629� 38,054

�20,004� 32,337� 63,327� 34,357

医　療　圏　内
（南秋・秋田・男鹿）

事業名 対象者 場　所

保健センター

時　間日・曜日

午後７時～７日（水） 保健委員研修会 各地区の保健委員

保健センター７日（水） ひよこ教室 午前10時～正午

保健センター

保健センター

榮寿苑予定

食生活改善推進員

食生活改善推進員

食生活改善推進員

食生活改善推進員研修会

食生活改善推進員研修会

食生活改善推進員研修会

午後１時～４時

午前10時～正午

午前11時
　～午後１時

保健センター27日（火） 平成18年11月生ＢＣＧ接種
午後０時30分
～１時15分受付

保健センター27日（火）
平成18年４月生
平成18年７月生
平成18年11月生

乳児健康診査
午後１時～
１時30分受付

保健センター
２日（金）
28日（水）

９日（金）

15日（木）

22日（木）

母子手帳の必要
な妊婦

乳児をもつ母親、祖母

妊婦相談
母子手帳発行

午前８時30分
　～11時30分

月の保健衛生事業3

平
成
19
年
度
上
半
期
（
４
月
〜
９
月
）

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種
・
母
子
手
帳
発
行
日
程

献血車(全血）が来町します
皆様のご協力を!!

　輸血用血液が全国的に不足しています。
皆さんからいただいた血液は輸血を中
心とした医療を支えています。次の日
程で献血車が来町します。皆様のご協
力よろしくお願いします。
●３月14日（水）200・400ml献血
�９：30～11：00� 八郎潟町役場
�13：30～14：45� うたせ苑
�15：00～16：00�湖東総合病院

今年の早朝総合健診は
5月16日(水)～5月31日（木）
　　　　　　　　　　　です。

  今年の早朝総合健診（基本健診・各
がん検診・骨そしょう症検診）は5月
16日(水)～5月31日（木）までの10日
間の日程で行われます。3月上旬から
中旬に各地区の保健委員が申込書の配布・
回収にお伺いしますので御協力お願い
します。

 レッツチャレンジ
　　健やかクッキング教室

　２月16日、町保健センターを会場に、
幼稚園ママと食生活改善推進員の合同
実習によるクッキング教室が行われま
した。
　25人が参加し、はじめに、栄養士の
石川迪代さんから、幼児の食事につい
てお話され、続いて食生活改善推進員
の方から、今日の献立についてのお話
がありました。
　その後、会場を調理室に移し、３つ
の班に分かれて調理実習を行い、出来
上がった料理の試食会も行われました。

平成18年５月生

平成18年８月生�

平成18年12月生

平成18年６月生�

平成18年９月生�

平成19年１月生

平成18年７月生�

平成18年10月生�

平成19年２月生

平成18年８月生�

平成18年11月生�

平成19年３月生

平成18年９月生�

平成18年12月生�

平成19年４月生

平成18年10月生�

平成19年１月生�

平成19年５月生

生後３～90カ月

母子手帳の必要
な妊婦

４月24日（火）

５月22日（火）

６月26日（火）

７月24日（火）

８月28日（火）

９月25日（火）

４月24日（火）

７月３日（火）

６月15日（金）

５月８日（火）

８月６日（月）

４月16日（月）

６月18日（月）

４月24日（火）

５月22日（火）

６月26日（火）

７月24日（火）

８月28日（火）

９月25日（火）

４月13日（金）

５月10日（木）

６月８日（金）

７月12日（木）

８月３日（金）

９月６日（木）

平成17年７～９月生

平成17年10～12月生

平成16年７～12月生

平成15年10～12月生

平成16年１～３月生

平成18年12月生

平成19年１月生

平成19年２月生

平成19年３月生

平成19年４月生

平成19年５月生

乳 児 健 診

１歳６カ月児
健診

３歳児健診

Ｂ Ｃ Ｇ 接 種

母子手帳発行日

２歳児歯科健診

ポリオ
生ワクチン投与

事　業　名

乳
　
幼
　
児
　
健
　
診

予
　
防
　
接
　
種

月日・曜日 受付時間 対　象　者

午後１時
　～１時30分

午後０時30分
　～１時15分

午後１時30分
　　　～２時

午前８時40分
　～11時30分

1875－2800
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11

ち
ん  

し   

も
っ 

こ
う

さ
え
ず

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　
　
　
　
　
　

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

資源ごみ還元事業
平成19年２月分の資源ごみは次のとおりです。

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

kg

円

円

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　
　
　
　
　
　

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
平
成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
１
４，
１
０
０
円（
１
ヵ
月
分
）で

す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
り
ま
す

と
、
色
々
な
割
引
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◆
１
年
間
分
を
４
月
末
日
に
口
座
振

替
す
る
と
、
年
間
で
３，
５
５
０
円

の
割
引
と
な
り
ま
す
。

◆
早
割
制
度
を
利
用
し
、
月
々
の
保

険
料
を
当
月（
例:

４
月
分
を
４
月
末

日
）
に
口
座
振
替
す
る
と
、
毎
月
の

保
険
料
が
50
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

◆
４
月
か
ら
９
月
分
ま
で
を
４
月
末

日
に
、
10
月
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で

を
10
月
末
日
に
そ
れ
ぞ
れ
口
座
振
替

す
る
６
ヵ
月
前
納
で
年
間
１，
９
２

０
円
の
割
引
（
４
月
末
日
・
10
月
末

日
に
９
６
０
円
ず
つ
の
割
引
）
と
な

り
ま
す
。

◎
手
続
き
の
方
法

　
新
た
に
口
座
振
替
を
申
込
み
さ
れ

る
方
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振

替
納
付
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
ご
利
用
の
金
融
機
関
等
の
届

出
印
を
押
印
の
う
え
、
最
寄
り
の
社

会
保
険
事
務
所
ま
た
は
金
融
機
関
等

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
口
座
振
替
の
で
き
る
と
こ
ろ

　
銀
行
・
信
用
金
庫
・
郵
便
局
・
農

協
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

※
お
申
込
み
が
３
月
以
降
に
な
り
ま

す
と
、
４
月
末
日
の
口
座
振
替
の
登

録
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
社
会
保
険
事
務
所
年
金
課

　
1
８
６
５
―
２
３
９
９

　
　
　
　
　
　
２
３
９
０

　H
P
 h
ttp
://w

w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/

　この共済制度は、県内の住民が助け合い、事故や災

害にあった方を救済する制度です。

　交通災害は１日の通院・入院から、不慮の災害は１

日の入院から保険料を請求することができます。

　平成19年度に八郎潟小学校へ入学される児童につ

いては、交通災害共済掛金400円が無料となります。

これは平成19年度より、秋田県市町村総合事務組合

で掛金を補助することになったためです。このため、

新入学児童分は町で一括加入しますので、各世帯ごと

に申込をする必要がありません。お間違えのないよう

にお願いします。

　申込みされる方は直接役場町民福祉課町民生活班

へおいでください。お手数をお掛けしますがよろしく

お願いします。

◎加入資格者

　八郎潟町に住んでおり住民基本台帳に登録されている方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４月１日を基準）

◎掛金（１人年額）

　　・交通災害共済　400円　・不慮の災害共済　600円

◎新入学児童について

　平成12年４月２日から平成13年４月１日までの間に生まれた、

八郎潟小学校新入学児童の交通災害分（400円）は、町で一括加入

となりますので掛金は無料です。

◎共済期間

　平成19年４月１日～平成20年３月31日（４月１日以降に加入

した方は、その翌日から平成20年３月31日まで）

◎申込受付　３月１日（木）から

◎問い合わせ・申込先　役場町民福祉課町民生活班 1875－5806

・
記
事
半
分
社
会
不
安
で
賑
や
か
だ

・
冬
日
照
り
秋
晴
れ
ど
う
か
と
気
を
も

　
た
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迂
人

・
生
き
て
い
る
半
分
医
者
の
つ
っ
か
い

　
棒

・
春
一
番
待
た
ず
暖
冬
春
半
分
　
無
一

・
思
う
様
歩
き
に
く
さ
に
生
き
ず
ら
さ

・
宝
く
じ
半
分
長
者
の
夢
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
月

・
年
始
め
六
十
年
の
茶
味
妻
と
飲
む

・
う
っ
と
り
と
可
も
不
可
も
な
し
松
の

　
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
風

・
化
粧
し
た
地
球
は
寒
し
油
高

・
耳
鳴
り
や
時
に
囀
る
歌
と
聞
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
習

・
米
一
俵
差
し
上
げ
た
今
半
分
も

・
人
言
え
ど
紺
の
背
広
が
好
き
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
人

交通災害共済・不慮の災害共済の加入について
～平成19年度の小学校新入学児童交通災害掛金無料に～

資源ごみ還元事業

２月分
段ボール

5,770 20,170 10,120 2,230 1,320 237,669

7,180 22,580 12,860 4,030 2,520 273,926

新　　聞 雑　　誌 缶　　類 ペットボトル 積立金

累　計

平成19年２月分の資源ごみは次のとおりです。
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0 10 0 25 250

※飲酒運転による違反（酒酔い・酒気帯び）は１件１点
　飲酒運転による事故の負傷は１件３点、死亡８点、
　その他死亡事故は１件３点で換算しています。

負傷 死亡

１月中

１月まで
の 累 計

計

事 故 件 数
平成１9年

区　分

酒

酔

い

酒
気
帯
び

前
年
同
期
順
位

順
　
　
　
　
位

飲酒運転追放等の

競争実施中

全 県�（25市町村中)�１月末�25位
男鹿・潟上・南秋�（６市町村中)�１月末�６位

八郎潟町の順位（１月末）

　
男
と
女
、
夫
婦
の
結
び
つ
き
は
、
ま

こ
と
に
不
思
議
な
も
の
で
、こ
れ
を
縁

と
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
親
が
な
く
て
も
子
は
育
つ
」
と
は
古

か
ら
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
子

供
は
男
と
女
、い
わ
ゆ
る
両
親
が
い
な

け
れ
ば
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。

　
小
学
生
頃
に
な
る
と
、ど
う
か
す
る

と
子
供
は
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の

結
び
つ
き
に
、猛
烈
に
興
味
と
関
心
を

持
ち
、「
恋
愛
だ
っ
た
の
、そ
れ
と
も
見

合
い
な
の
」な
ど
と
質
問
す
る
よ
う
に

な
り
、親
と
し
て
困
る
こ
と
も
あ
る
も

の
で
す
。十
年
近
く
も
過
ぎ
て
い
る
と
、

照
れ
く
さ
さ
も
あ
り
、ほ
ど
ほ
ど
に
し

て
し
ま
う
お
母
さ
ん
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
子
供
へ
の
答
え
方
は
ど
う
で
あ
れ
、

も
し
そ
う
い
う
質
問
が
あ
っ
た
ら
、そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
は
ひ
そ
か
に
、自
分
た
ち
の
夫
婦

と
し
て
の
結
び
つ
き
を
そ
れ
ぞ
れ
振

り
返
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。案
外
に

そ
れ
が
、自
分
た
ち
の
子
供
や
家
庭
の

あ
り
方
を
見
直
す
の
に
役
立
つ
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
縁
と
い
う
の
は
、も
と
も
と
因
縁
と

い
う
仏
教
語
か
ら
出
た
言
葉
で
、男
女
、

夫
婦
の
仲
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　
こ
の
世
に
は
男
と
女
と
が
そ
れ
ぞ

れ
半
数
近
く
、し
か
も
沢
山
い
る
の
に
、

そ
の
中
の
一
人
ず
つ
が
結
ば
れ
る
の

に
は
、
深
い
運
命
が
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、夫
婦
と
し
て
生
活
し
て
い
る

現
在
か
ら
振
り
返
る
と
、そ
れ
は
ま
こ

と
に
あ
っ
け
な
い
一
瞬
、何
気
な
い
一

つ
の
出
来
事
が
巡
り
あ
い
の
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
か
し
た
ら
別
々
の
道
を
歩
い

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
、今
こ
う

し
て
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
。そ
の
こ

と
が
不
思
議
に
思
わ
れ
る
の
で
す
。

　
夫
婦
が
お
互
い
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま

と
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
子
育
て
に
極

め
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

（
絵
＝
安
田
敏
雄
）

　
気
温
も
上
が
り
、雪
解
け
と
と
も
に
人
も
車
も
活
動

期
に
入
り
、解
放
的
な
気
分
か
ら
つ
い
車
の
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
が
ち
に
な
っ
た
り
、歩
行
者
等
の
不
用
意
な
行

動
に
よ
っ
て
重
大
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
特
に
、こ
の
時
期
は
、子
ど
も
や
高
齢
者
の
歩
行
者
、

自
転
車
利
用
中
の
直
前
横
断
や
安
全
不
確
認
等
に
よ

る
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。交
通
事
故
は
、家

庭
や
職
場
に
大
き
な
損
害
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
幸
せ
な
家
庭
を
一
瞬
に
し
て
不
幸
に
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
関
す
る
危
機
意
識
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
が
共
通
の
問
題
と
し
て
捉
え
、家
庭
で
話
し
合
う

機
会
が
持
て
れ
ば
、交
通
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
交

通
マ
ナ
ー
も
必
然
的
に
身
に
付
き
、「
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
」と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
ま
す
。交
通
事
故

防
止
の
原
点
で
あ
る「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」を
合

言
葉
に
、悲
惨
な
交
通
事
故
を
み
ん
な
で
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

【
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
】

◎
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め

に
慎
重
な
運
転
を

◎
ゆ
ず
り
あ
い
と
い
た

わ
り
の
気
持
ち
で

◎
夜
間
の
ラ
イ
ト
の
こ

ま
め
な
切
り
替
え
を

◎
後
部
座
席
を
含
め
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ
ず
に

【
歩
行
者
・
自
転
車
利
用

者
の
皆
さ
ん
へ
】

◎
道
路
を
横
断
す
る
と
き

は
安
全
確
認
を
十
分
に

◎
危
険
な
場
所
で
の
通

行
は
慎
重
に

◎
反
射
材
の
活
用
と
明

る
い
目
立
つ
服
装
を

２／２八郎潟町公共下水道
事業岡本下台マンホールポ
ンプ設置工事
・小池字岡本下台地内
・秋田東北商事（株）
・7,560,000円
・H19．２．７～３．23
２／２八郎潟町公共下水道
事業枝線管渠築造工事18－
203号
・小池字岡本下台～川崎字
貝保地内

・マルト建設（株）
・12,285,000円
・H19．２．７～３．26
２／21八郎潟町Ｂ＆Ｇ海洋
センタープール上屋鉄骨部
分修繕
・夜叉袋字大嶋田地内
・平野塗装工業（株）
・２,205,000円
・H19．２．22～３．27

入札の結果

〜
随
想
録
〜
�

　
「

夫

婦

の

縁

」

18

自
転
車
も
　
一
時
停
止
を
　
忘
れ
ず
に
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役場直通電話番号・メールアドレス

◆総　務　課
・総　務　班� 1875－5801
　soumu@town.hachirogata.lg.jp
・企画財政班� 1875－5802
　kikakuzaisei@town.hachirogata.lg.jp
・税　務　班� 1875－5807
　zeimu@town.hachirogata.lg.jp
・会　計　班� 1875－5804
　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆町民福祉課
・町民生活班
（窓口サービス担当）�1875－5805
（消防・交通・環境担当）�1875－5806
　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp
・福祉介護班� 1875－5808
　fukushikaigo@town.hachirogata.lg.jp
・保健医療班� 1875－5813
　hokeniryou@town.hachirogata.lg.jp

◆産業建設課
・産業振興班� 1875－5803
　sangyou@town.hachirogata.lg.jp
・建　設　班� 1875－5809
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
・下 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆水　道　課
・上 水 道 班� 1875－5811
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課
・学校教育班� 1875－5812
　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp
・生涯学習班(公民館)�1875－5777
　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp
・国体班(ｵﾘﾝﾋ゚ｯｸ)�1875－5500
　kokutai@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園� 1875－2734
　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局� 1875－5810
　gikai@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 1875－5800

　平成18年11月１日より五城目町・
八郎潟町・井川町の湖東３町で販売
されている湖東３町商工会共通商品
券の使用期間を次のとおり延長します。
◎商品券使用期間
　３月31日（土）まで
◎10％プレミアム付き商品券（例え
ば１万円で１万１千円分の商品券が
お手元に。
　購入限度額１人20万円まで
◎商品券販売窓口
＜五城目町＞
　湖東３町商工会五城目事務所
　今村薬局（くすりの今村）
　今彦呉服店、�あらかわ
　Ｒ285ショップハラキュウ
　ファミリーデパート長源
　五城目きものセンター鍋鶴
＜八郎潟町＞
　湖東３町商工会八郎潟事務所
　柳田商店、高原商店スタンド
＜井川町＞
　湖東３町商工会井川事務所
　ギフトのはんだ、�モリタ電気
　湊精肉店
◎問い合わせ先
　湖東３町商工会　八郎潟事務所
　1875-2313

◆げんきっこ広場で遊ぼう
◎日時　３月７日（水）
　　　　午前10時～12時
◎場所　町保健センター
※ブロック遊び、小麦粉粘土やお絵
かきで楽しみましょう。
◆マタニティレッスン
◎日時　３月９日（金）
　　　　午前10時～11時
◎場所　八郎潟保育園
※お人形を使ってオムツ交換や沐浴
を体験してみませんか？これからパ
パ・ママになる方、気軽に遊びに来
てください。
　なお、参加ご希望の方は３月５日
（月）までにご連絡ください。
◎問い合わせ先
　八郎潟保育園　1875-5172

◎日時　３月18日（日）
　　　　午後１時～（正午開場）
◎会場
　八郎潟町農村環境改善センター
◎入場料　前売り券（全席自由）
　　　大人2,000円（当日2,300円）
　　　　　　　（中学生以下無料）
○１部　・総括と民謡
　　　　　（午後１時～２時50分)
　花笠踊り／阿波踊り
　フォルクローレ／子ども秋田音頭
　　　　八郎潟小・中学校有志
　・民謡歌手　福本恵美
　　　　　（賛助出演　佐藤修三)
○２部
　・ベルヴィエントスコンサート
　　　　　　　（午後３時～５時)

　・－民話「八郎」朗読－
　　　特別ゲスト　浅利香津代
◎問い合わせ先
　八郎潟町公民館　1875-5777

　生活の中にスポーツを取りいれ、
年齢や体力、目的に応じてだれでも、
いつでも、どこででもスポーツに親
しみ楽しむことができる生涯スポー
ツを目指すことを目的に行われます。
◎開催日時　３月11日（日）
　　　　　　午後２時～５時
◎会　場　町農村環境改善センター
　　　　　（1875-5777）
◎参加料　無　料
◎対象者と予定者
・地域住民、スポーツ関係者、体育
　指導委員、レク関係者
・100名程度
◎問い合わせ先
　八郎潟町体育協会事務局
（オリンピック記念会館内）
　1875-5500

◇八郎潟小学校
　４月６日（金）　午前10時～
◇八郎潟中学校
　４月６日（金）　午後２時～
◇八郎潟幼稚園
　４月９日（月）　午前10時～

４月１日（日）～７日（土）
統一標語
『あなたです 火のあるくらしの 見
はり役』

八郎潟町消防団駆付訓練
４月１日（日）午後２時から「サイ
レン」が鳴りますが、火災ではあり
ませんのでお間違いのないようにお
願いします。

春の火災予防運動

あなたも参加してみませんか
民謡とフォルクローレコンサート

総合型地域スポーツクラブ育成推進事業
総合型地域スポーツクラブ啓発フォー
ラム開催（文部科学省委託事業）

入園・入学式のお知らせ

情報プラザ
湖東３町商工会共通商品券
取扱期間３月31日まで延長します

子育て支援センター“はっ
ぴい”からのお知らせ
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（１月届出分）

（　　　　）

◎健やかに

12・26　中村美空（みく）　女

　　　　（龍夫・恵実子）�福島県

１・７�宮田美羽（みう)� 女

　　　　　（智晃・真理子）�14区

１・18�神田　葵（あおい）� 女

　　　　　（純一・幸恵）�31区

１・18�神田　萌（もえ）� 女

　　　　　（純一・幸恵）�31区

１・18�伊藤史哉（ふみや）� 男

　　　　　（慶輝・良子）�26区

◎ご結婚おめでとう

１・11�　佐藤　友紀� 八郎潟町

� 　長谷川　茜� 秋田市

◎ご冥福をお祈りします

１・２�工藤　　武（68歳）�32区

１・14�佐野　三郎（82歳）�３区

１・21�畠山　金作（71歳）�17区

１・21�爪林　久雄（75歳）�９区

１・22�北嶋鉄三郎（74歳）浦大町

１・22�小玉　ミヤ（82歳）浦大町

１・25�渡部　　一（64歳）�15区

１・26�安田　フミ（85歳）�10区

◇人口

� 当　月�先月比      �昨年比

男 3,316人（－３人）（－27人）

女 3,812人（＋１人）（－57人）

計 7,128人（－２人）（－84人）

◇世帯数

　　2,483戸�（＋１戸）（０戸）

※住民基本台帳

◇出　生　  ６人（６人）〔５人〕

◇結　婚　  １組（１組）〔３組〕

◇死　亡　  ９人（９人）〔４人〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

◇交通事故件数

　物損事故�７件（７件)〔17件〕

　人身事故�３件（３件)〔２件〕

　※（　）は１月からの累計、

〔　〕は昨年同時期の累計

　町では有用な人材を育成すること
を目的に、無利息で奨学金を貸与す
る八郎潟町奨学基金貸与制度があり
ます。
　このたび、平成19年度の奨学生を
次のとおり募集します。
◎応募資格
　町内出身者で、平成19年４月に高校、
国・公・私立大学、短大、専門学校に１
年生として入学する方
◎貸与月額
・高等学校　12,000円
・大学、短大、専門学校　20,000円
◎応募期限　４月20日（金）
◎返還方法
　奨学金の返還は、卒業後から貸与
月額の半額ずつの返還となります。
※ご家庭内以外で町内在住の連帯保
証人が必要です。
◎問い合わせ先
　教育課学校教育班1875-5812

　免許センターで行う一日の技能試
験には限りがあります。
　免許試験の円滑化を図るため、大
型免許技能試験の受験希望者について、
予約制を実施することとしましたので、
ご協力をお願いします。
◎予約受付の開始日
　平成19年３月１日（木）～
◎予約受付時間
　月曜日～金曜日（土、日、祝日、年末
年始の休日を除く）
　午前８時30分～午後４時
◎受付窓口
　秋田県運転免許センター
　１階50番窓口
◎問い合わせ先
　秋田県運転免許センター
　1862-7570

（訪問介護員）
　訪問介護・訪問入浴サービス事業
所（社会福祉協議会）では「スポット」
対応できる方を募集しています。
◎採用条件
・八郎潟町在住の方
・２級ヘルパー以上の有資格者
・50歳代までの心身共に健康で明朗
　活発、普通自動車免許取得の方
◎給与（時間給）　１時間800円
◎採用人数　若干名
◎申込期限　３月16日
※「自分の長所」をテーマに原稿用紙１
枚（400字）以内にまとめて、履歴書を添
えて申込みしてください。後日、面接の
上「選考登録」させていただきます。
（看護師）
　訪問入浴サービス事業所（社会福
祉協議会）では「常勤」対応できる方
を募集します。
◎採用条件
・八郎潟町在住の方
・50歳代までの心身共に健康で明朗
　活発、普通自動車免許取得の方
・看護師（正・准）資格のお持ちの方
◎給与　委細面談
◎採用人数　１名
◎申込期限　３月16日
※履歴書を添えてお申込みしてください。
◎申込先及び問合せ先
〒018-1621 八郎潟町字家ノ後23-３
（福）八郎潟町社会福祉協議会
　法人運営班 人事担当／畠山・工藤
　1875-3871�

　誰でも気軽に安心して相談できます。
秘密は厳守しますので、お気軽にご
相談ください。
◎日時　３月９日（金）
　　　　午後２時～５時
◎場所　老人福祉センター内
　　　　社会福祉協議会生活相談室
◎予約及び問い合わせ先
　社会福祉協議会1875-3871

◆
預
託
状
況
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２
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潟
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５
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１

町のミニ統計（１月末現在）

大型免許技能試験を受ける方へ

心配ごと相談所の開設

訪問介護員（登録ヘルパー）
並びに看護師（正・准）募集

平成19年度
　　八郎潟町奨学生募集
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 ふ
れあい

� 日� 月� 火� 水� 木� 金� 土

３月行事予定表、秋田朝日放送ＣＭ放送日

CM放送
午後２：00頃

CM放送
午後５：00頃

献血車来町

中学校卒業式
（10：00～）

幼稚園
卒園式（10：00～）
CM放送
午前２：00頃

小学校
卒業式（10：00～）
CM放送
午後５：00頃

幼・小・中
修了式

CM放送
午後５：00頃

県議会
議員一般選挙
告示日

� � � � � 1� 2� 3

� 4� 5� 6� 7� 8� 9� 10

� 11� 12� 13� 14� 15� 16� 17

� 18� 19� 20� 21� 22� 23� 24

� 25� 26� 27� 28� 29� 30� 31

う
に

わ
ら
し

は
や

わ
ら
じ

さ
え
ぎ

は

な
た

や
ぐ
ら

ば

そ
う

こ
う
じ
ゃ
く
が
い
わ
や

民謡とフォル
クローレコンサート
（改善センター
　　　　13：00～）

　
今
年
は
暖
冬
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、こ
ん
な
に
も
雪

が
降
ら
な
い
冬
と
は
本
当
に

め
ず
ら
し
く
驚
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、雪
が

降
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、水

が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
今
か
ら
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
本
町
で
も
、ま
た
昨
年
の
よ

う
に「
ア
オ
コ
」の
大
発
生
で「
水

道
水
は
大
丈
夫
か
」な
ど
大
き

な
不
安
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　
自
然
と
戦
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
の
問
題
は
、国
、県
、町
が
一

体
に
取
り
組
み
、生
活
に
は
不

可
欠
な
「
水
」
の
問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
、

昨
年
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対

に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
も
、
大
切
な

水
の
節
約
も
心
掛
け
て
い
く

こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
い
づ
れ
に
し
て
も
こ
の
夏
、

「
ア
オ
コ
」
の
被
害
を
出
さ
な

い
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

憲

　
さ
あ
、門
前
の
浜
で
海
胆
を
踏
み
、歩
け
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
私
と
、私
に
付
き
添
う
た
め
に
残
っ
た
武
内
先
生

で
し
た
が
、先
生
は
私
を
置
い
て
何
処
か
に
行
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
な
ん
ぼ
、き
か
な
い
盛
り
の
男
童
で
も
、知
ら
な
い
漁
村

の
浜
辺
に
一
人
で
待
つ
心
細
さ
と
い
っ
た
ら
何
と
言
っ
た

ら
い
い
か
、声
に
は
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、涙
の
出
て
く

る
思
い
で
し
た
。

　
間
も
な
く
先
生
が
手
に
何
か
を
下
げ
て
戻
っ
て
来
ま
し

た
。先
生
も
浜
の
石
に
腰
を
下
ろ
す
と
、あ
の
頃
流
行
し
た

万
能
の
傷
薬
、オ
ロ
ナ
イ
ン
軟
膏
だ
か
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム

だ
か
忘
れ
ま
し
た
が
、そ
の
薬
を
取
り
出
し
て
足
の
裏
に

塗
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
れ
も
ま
た
そ
の
頃
流
行

っ
た
軍
足
と
言
わ
れ
る
白
い
新
し
い
靴
下
を
履
か
せ
、そ

れ
か
ら
草
鞋
を
履
か
せ
て
足
の
下
を
ぽ
ん
と
一
つ
軽
く
叩

い
て
、「
ど
う
だ
、あ
ま
り
痛
く
な
い
だ
ろ
う
。」と
言
っ
て
、

私
に
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
叩
い
た
一
つ
で
魔
法
が
か
か
っ
た
よ
う
で
、少
し

痛
み
は
あ
っ
て
も
歩
く
事
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
間
も

な
く
山
へ
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、こ
の
頃
は
ま
だ
満
洲
事
変
の
頃
で
、日
中
事

変
も
太
平
洋
戦
争
も
始
ま
っ
て
い
な
い
頃
で
し
た
。大
桟

橋
道
路
な
ど
も
無
く
、ま
っ
た
く
の
山
の
藪
の
中
を
一
歩

一
歩
山
の
木
に
つ
か
ま
っ
て
歩
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。上

を
見
れ
ば
空
、下
を
見
て
も
海
岸
は
木
の
枝
に
遮
ら
れ
て

見
え
ま
せ
ん
。波
は
押
し
寄
せ
て
き
て
い
て
も
、そ
の
先
が

見
え
な
い
の
で
す
。

　「
利
雄
、あ
っ
ち
こ
っ
ち
見
る
な
、そ
れ
よ
り
近
く
の
木

に
番
号
の
付
い
た
木
が
な
い
か
見
で
み
れ
。」

「
あ
、先
生
の
右
足
の
近
く
の
木
さ
番
号
書
い
で
あ
る
。」

「
何
番
だ
？
」

「
良
く
見
え
ね
ど
も
、四
て
い
う
番
号
ば
り
見
え
る
し
。」

「
あ
、そ
う
か
、ひ
ば
四
十
三
番
だ
。さ
あ
、半
分
来
た
ぞ
。足

な
ん
と
だ
？
」

「
何
も
痛
ぐ
ね
し
。」

「
よ
し
よ
し
、気
を
ゆ
る
せ
ば
海
ま
で
真
っ
逆
さ
ま
だ
。海

さ
落
ち
れ
ば
、海
の
水
だ
き
ゃ
、岸
の
岩
よ
り
固
い
ぞ
。」

「
は
い
、わ
か
り
ま
し
た
。」

　
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
、二
人
は
も
く
も
く
と
、皮
を
鉈

で
剥
い
で
墨
汁
で
番
号
を
付
け
て
あ
る
木
を
探
し
て
前
進

し
た
の
で
す
。

　
私
た
ち
よ
り
先
に
山
へ
入
っ
た
人
た
ち
も
、皆
こ
の
番

号
の
と
お
り
進
ん
で
、も
う
賀
茂
青
砂
の
学
校
に
着
い
て

い
ま
し
た
。番
号
の
付
い
た
木
は
、武
内
先
生
が
前
も
っ
て

賀
茂
青
砂
の
先
生
に
手
紙
で
連
絡
し
て
作
っ
て
も
ら
っ
た

道
し
る
べ
で
し
た
。

　
私
た
ち
も
時
間
は
遅
れ
ま
し
た
が
、日
の
あ
る
う
ち
に

学
校
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。賀
茂
青
砂
の
学
校
は
、

校
門
の
右
側
に
、二
宮
金
治
郎
の
銅
像
が
あ
っ
た
り
し
て
、

椿
の
学
校
よ
り
少
し
大
き
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

夕
食
を
食
べ
て
か
ら
は
、外
に
出
て
歩
く
こ
と
も
な
く
、皆

早
め
に
寝
ま
し
た
。

　
翌
日
も
少
し
ゆ
っ
く
り
起
き
て
、朝
食
を
い
た
だ
き
、船

頭
さ
ん
が
来
た
の
で
、ま
た
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
浜
へ

出
ま
し
た
。船
着
場
に
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
舟
が
二
艘
、

櫓
を
つ
け
て
待
っ
て
い
て
、私
た
ち
は
二
組
に
分
か
れ
て

乗
り
、出
発
し
ま
し
た
。

　
潟
の
舟
で
慣
れ
て
い
ま
す
し
、舟
で
怖
い
と
思
っ
た
事

の
な
い
連
中
で
す
か
ら
、皆
小
躍
り
し
て
喜
び
ま
し
た
。途

中
で
船
頭
さ
ん
が
島
に
上
が
っ
て
み
れ
と
言
う
の
で
、皆

上
が
っ
て
み
て
岩
の
凹
ん
だ
所
に
い
る
小
さ
な
貝
や
貝
殻

を
拾
っ
て
大
喜
び
し
、ま
た
舟
に
乗
っ
て
白
糸
の
滝
を
見

上
げ
て
驚
き
ま
し
た
。昨
日
の
夕
方
、私
た
ち
が
手
を
繋
い

だ
り
、四
つ
ん
這
い
に
な
っ
た
り
し
て
や
っ
と
越
え
た
。幅

１
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
小
川
が
、下
か
ら
見
る
と
本
当
に

白
い
糸
を
垂
ら
し
た
よ
う
な
立
派
な
滝
に
な
っ
て
見
え
る

の
で
す
。

　
そ
う
し
て
見
て
い
る
う
ち
に
、大
き
な
洞
穴
に
舟
を
漕

ぎ
入
れ
、「
お
う
ー
、う
お
ー
」と
大
声
で
叫
ん
だ
の
で
す
。

「
お
前
達
も
、鬼
が
出
て
こ
な
い
よ
う
に
大
声
を
出
し
て
叫

べ
。声
が
小
さ
い
と
鬼
が
出
て
く
る
ぞ
。」と
言
わ
れ
、私
た

ち
は「
鬼
な
ん
て
い
ね
べ
ー
。」と
小
声
で
言
い
な
が
ら
、大

き
な
声
を
張
り
上
げ
て
叫
ん
だ
の
で
し
た
。そ
の
洞
穴
が

孔
雀
ヶ
窟
で
し
た
。（
つ
づ
く
）

文
・
一
日
市
＝
嶋
崎
　
利
雄
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